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1．損益計算書の状況 
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◆1-1 連結情報 

 売上高は前年同期比3.7％増の1,506億円となりました。当期の売上増の主たる要因は、国
内におけるオフィス家具販売が伸長したことにあります。利益面では、増収及びコストダウンに
よる売上総利益の増加があったものの、海外事業における経費増加等により、営業利益は前
年同期比2.8％減の65億円となりました。経常利益は円安による為替差益もあり、前年同期比
7.3％増の77億円となりました。特別利益４億円、特別損失８億円を計上しましたが、税金の減
少により、四半期純利益は前年同期比39.4％増の44億円となりました。 

（単位：百万円）

売 上 高 145,283 150,629 ＋5,346 ＋3.7%

売 上 総 利 益 48,999 50,668 ＋1,669 ＋3.4%

（率） (33.7%) (33.6%) (△0.1p)

販売費及び一般管 理費 42,246 44,102 ＋1,856 ＋4.4%

（率） (29.1%) (29.3%) (＋0.2p)

営 業 利 益 6,752 6,565 △187 △2.8%

（率） (4.6%) (4.4%) (△0.2p)

経 常 利 益 7,235 7,759 ＋524 ＋7.3%

（率） (5.0%) (5.2%) (＋0.2p)

四 半 期 純 利 益 3,211 4,477 ＋1,266 ＋39.4%

（率） (2.2%) (3.0%) (＋0.8p)

（注）連結子会社26社・持分法適用関連会社1社
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◆1-2 売上高 
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1．損益計算書の状況 

 売上高は前年同期比3.7％増の1,506億円となりました。当期の売上増の主たる要因は、国
内におけるオフィス家具販売が好調に伸長したことにあります。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

＜1～6月＞

24年12月期
上期

＜1～6月＞

25年12月期
上期

＜1～6月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

145,818 140,741 138,199 145,283 150,629 ＋5,346 ＋3.7%

47,259 46,960 47,962 48,999 50,668 ＋1,669 ＋3.4%

(32.4%) (33.4%) (34.7%) (33.7%) (33.6%) (△0.1p)

44,689 41,899 42,451 42,246 44,102 ＋1,856 ＋4.4%

(30.6%) (29.8%) (30.7%) (29.1%) (29.3%) (＋0.2p)

2,570 5,061 5,510 6,752 6,565 △187 △2.8%

(1.8%) (3.6%) (4.0%) (4.6%) (4.4%) (△0.2p)

3,225 5,334 5,786 7,235 7,759 ＋524 ＋7.3%

(2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (5.2%) (＋0.2p)

900 2,028 2,188 3,211 4,477 ＋1,266 ＋39.4%

(0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (3.0%) (＋0.8p)

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び一 般管 理費

（率）

（率）



◆1-3 売上総利益 
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 売上総利益は、シェア拡大のための価格対応があったものの、増収及びコストダウンにより、 
前年同期比3.4％増の506億円となりました。 
 売上総利益率は33.6％となりました。 

1．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 
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（単位：百万円）
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前年差額
（前年率差）

増減率

145,818 140,741 138,199 145,283 150,629 ＋5,346 ＋3.7%

47,259 46,960 47,962 48,999 50,668 ＋1,669 ＋3.4%

(32.4%) (33.4%) (34.7%) (33.7%) (33.6%) (△0.1p)

44,689 41,899 42,451 42,246 44,102 ＋1,856 ＋4.4%

(30.6%) (29.8%) (30.7%) (29.1%) (29.3%) (＋0.2p)

2,570 5,061 5,510 6,752 6,565 △187 △2.8%

(1.8%) (3.6%) (4.0%) (4.6%) (4.4%) (△0.2p)

3,225 5,334 5,786 7,235 7,759 ＋524 ＋7.3%

(2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (5.2%) (＋0.2p)

900 2,028 2,188 3,211 4,477 ＋1,266 ＋39.4%

(0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (3.0%) (＋0.8p)
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◆1-4 販売費及び一般管理費 
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 販売費及び一般管理費は前年同期比4.4％増の441億円となり、売上高販管費率は29.3％と
なりました。 

1．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

＜1～6月＞

24年12月期
上期

＜1～6月＞

25年12月期
上期

＜1～6月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

145,818 140,741 138,199 145,283 150,629 ＋5,346 ＋3.7%

47,259 46,960 47,962 48,999 50,668 ＋1,669 ＋3.4%

(32.4%) (33.4%) (34.7%) (33.7%) (33.6%) (△0.1p)

44,689 41,899 42,451 42,246 44,102 ＋1,856 ＋4.4%

(30.6%) (29.8%) (30.7%) (29.1%) (29.3%) (＋0.2p)

2,570 5,061 5,510 6,752 6,565 △187 △2.8%

(1.8%) (3.6%) (4.0%) (4.6%) (4.4%) (△0.2p)

3,225 5,334 5,786 7,235 7,759 ＋524 ＋7.3%

(2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (5.2%) (＋0.2p)

900 2,028 2,188 3,211 4,477 ＋1,266 ＋39.4%

(0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (3.0%) (＋0.8p)

（率）

（率）
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◆1-5 営業利益及び経常利益 

5 

 営業利益は、増収及びコストダウンによる総利益増加があったものの、海外事業における経費
増加等により、前年同期比2.8％減の65億円となりました。 
 経常利益は円安による為替差益もあり、前年同期比7.3％増の77億円となりました。 

1．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

＜1～6月＞

24年12月期
上期

＜1～6月＞

25年12月期
上期

＜1～6月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

145,818 140,741 138,199 145,283 150,629 ＋5,346 ＋3.7%

47,259 46,960 47,962 48,999 50,668 ＋1,669 ＋3.4%

(32.4%) (33.4%) (34.7%) (33.7%) (33.6%) (△0.1p)

44,689 41,899 42,451 42,246 44,102 ＋1,856 ＋4.4%

(30.6%) (29.8%) (30.7%) (29.1%) (29.3%) (＋0.2p)

2,570 5,061 5,510 6,752 6,565 △187 △2.8%

(1.8%) (3.6%) (4.0%) (4.6%) (4.4%) (△0.2p)

3,225 5,334 5,786 7,235 7,759 ＋524 ＋7.3%

(2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (5.2%) (＋0.2p)

900 2,028 2,188 3,211 4,477 ＋1,266 ＋39.4%

(0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (3.0%) (＋0.8p)

（率）

（率）
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（率）
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（率）

（率）
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◆1-6 四半期純利益 
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○特別利益・・・合計4億円 
   投資有価証券売却益＋4億円 
 
○特別損失・・・合計8億円 
   減損損失△8億円（社員寮△7億円等） 

 四半期純利益は前年同期比39.4%増の44億円となりました。 

（単位：百万円） 

1．損益計算書の状況 

（単位：百万円）

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

＜1～6月＞

24年12月期
上期

＜1～6月＞

25年12月期
上期

＜1～6月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

3,225 5,334 5,786 7,235 7,759 ＋524 ＋7.3%

(2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (5.2%) (＋0.2p)

△84 △693 △1,186 △802 △473 ＋329 -

特 別 利 益 ＋121 ＋791 ＋341 ＋274 ＋403 - -

特 別 損 失 △ 205 △ 1,484 △ 1,527 △ 1,076 △ 876 - -

3,142 4,641 4,601 6,432 7,286 ＋854 ＋13.3%

(2.2%) (3.3%) (3.3%) (4.4%) (4.8%) (＋0.4p)

2,242 2,613 2,413 3,221 2,809 △412 △12.8%

900 2,028 2,188 3,211 4,477 ＋1,266 ＋39.4%

(0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (3.0%) (＋0.8p)

特 別 損 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

（率）

（率）

法 人 税 等

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益



2．貸借対照表の状況 

資産の部 

主な増減要因 

主な増減要因 
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 社債償還や固定資産の売却等があったものの、営業キャッシュフロー（24年6月末→25年6月

末）の増加や有価証券の時価上昇により、総資産は2,690億円となりました。 
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3,000 

その他流動資産 

（単位：億円） 

△150 

差額 

2,690 

負債・純資産の部 

＋32 

25年6月末 

（単位：億円） 

303 

672 

165 

55 

540 

406 

437 

△143 

1,322 

190 

158 

308 

438 

319 

自己株式 

現金及び 
現金同等物 

売上債権 

棚卸資産 

その他固定資産 

投資有価証券 

有形固定資産 

無形固定資産 

仕入債務 

有利子負債 

その他負債 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

評価差額など 

△26 

＋11 

＋33 

＋54 

△18 

△ 20 

24年6月末 

差額 

2,658 

270 

690 

185 

65 

529 

432 

383 

104 

△143 

1,303 

190 

158 

301 

420 

414 

14 97 

＋18 

△95 

＋7 

＋19 

＋83 

±0 

±0 

△10 

＋8 112 

25年6月末 24年6月末 

四半期純利益 ＋37 
配当金支払 △18 

営業キャッシュフロー＋89 
 （24年6月末→25年6月末） 

投資有価証券取得・売却＋34 
社債償還△100 
固定資産取得・売却△35 

社債償還△100 

有価証券時価上昇 

※比較のため前期の数値は24年12月期第2四半期（24年6月末）を使用しており、 
  決算短信記載の数値と異なります。 

有価証券時価上昇 



3．キャッシュフロー・設備投資の状況 

（※） フリーキャッシュフロー＝営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー 

8 

25年6月末 24年12月末 

△61 
△12 

＋119 

現預金 
356 

営業CF 

財務CF 

投資CF 

（単位：億円） 

□ 現預金の増減内訳 
      25年12月期 <1～6月> 

□ キャッシュフロー計算書 
     25年12月期 <1～6月> 

（単位:億円） 

現預金 
406 

フリーキャッシュフロー ＋107億円 

＋3 
その他 

＜25年12月期<1～6月>のキャッシュフローについて＞ 
・営業活動では、税金等調整前四半期純利益72億円、減価償却費33億円、賞与引当金の増
加29億円、法人税の支払額20億円等により、119億円の資金増となりました。 
 

・投資活動では、設備投資支出として22億円、 
 投資有価証券の取得・売却による5億円増等により、12億円の資金減となりました。 
 

以上の結果、フリーキャッシュフロー（※）は＋107億円となりました。 
 

・財務活動では、長期借入金の返済50億円、配当金の支払9億円等により、 
 61億円の資金減となりました。 
 

・当期末の資金は406億円となり、期首から49億円増加しました。 
 

増加 
＋49 

（単位：億円） 

□ 設備投資・減価償却費の推移 
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建物 システム 機械 その他 減価償却費 

◆営業キャッシュフロー ＋119

税金等調整前四半期純利益 ＋72

減価償却費 ＋33

賞与引当金の増減 ＋29

法人税等の支払額 △20

その他 ＋5

◆投資キャッシュフロー △12

設備投資額 △22

投資有価証券の取得・売却 ＋5

その他 ＋5

◆財務キャッシュフロー △61

長期借入金の返済 △50

配当金の支払 △9

その他 △2

3 
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◆5-1 ステーショナリー関連事業 

 売上高は国内事業の減収により前年同期比1.8％減の489億円となりましたが、営業利益はコ
ストダウンの推進により、前年同期比0.3％増の45億円となりました。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セグメントにて開示してお

ります。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当第１四半期連結会計期間より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しておりま

す。これにより、当第２四半期連結累計期間のステーショナリー関連事業の営業利益は、前第２四半期連結累計期間と比べ

て184百万円増加しております。 
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（単位：百万円）

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

＜1～6月＞

24年12月期
上期

＜1～6月＞

25年12月期
上期

＜1～6月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 50,020 47,059 49,861 48,985 △876 △1.8%

営 業 利 益 4,981 4,871 4,567 4,579 ＋12 ＋0.3%
（率） (10.0%) (10.4%) (9.2%) (9.3%) (＋0.1p)
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◆5-2 ファニチャー関連事業 

 売上高は国内事業の増収により前年同期比6.8％増の607億円となり、営業利益は、シェア拡
大のための価格対応や海外事業の先行投資があったものの、国内事業の増収に伴う売上総利
益の増加により前年同期比23.5％増の23億円となりました。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セグメントにて開示してお

ります。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当第１四半期連結会計期間より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しておりま

す。これにより、当第2四半期連結累計期間のファニチャー関連事業の営業利益は、前第２四半期連結累計期間と比べて、

286百万円増加しております。 

（単位：百万円）

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

＜1～6月＞

24年12月期
上期

＜1～6月＞

25年12月期
上期

＜1～6月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 58,813 57,021 56,873 60,766 ＋3,893 ＋6.8%

営 業 利 益 758 1,294 1,943 2,399 ＋456 ＋23.5%
（率） (1.3%) (2.3%) (3.4%) (3.9%) (＋0.5p)

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 
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◆5-3 通販・小売関連事業 

 売上高は営業日が前年同期と比べて３日間少なかったものの上記ウィズカウネットとアクタス
が好調に推移し、前年同期比3.4％増の549億円となりましたが、営業利益は事業会社と当社の
費用負担方法の改定やシステム関連費用の計上により前年同期比33.2％減の10億円となりま
した。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セグメントにて開示してお

ります。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当第１四半期連結会計期間より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しておりま

す。これにより、当第2四半期連結累計期間の通販・小売関連事業の営業利益は、前第２四半期連結累計期間と比べて、

296百万円減少しております。 

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

＜1～6月＞

24年12月期
上期

＜1～6月＞

25年12月期
上期

＜1～6月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 49,430 50,222 53,133 54,924 ＋1,791 ＋3.4%

営 業 利 益 782 1,075 1,563 1,044 △519 △33.2%
（率） (1.6%) (2.1%) (2.9%) (1.9%) (△1.0p)

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 
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 平成25年12月期の業績予想は平成25年２月13日に発表いたしました「平成24年12月期 決算短
信」に記載の業績予想から変更はございません。 

◆6-1 連結業績の見通しについて 

※想定為替レートは、期初想定の1ドル＝85円から1ドル＝100円に変更しております。 
※当第１四半期連結会計期間より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改
定しております。これにより、各事業セグメントの営業利益は前年と比較し、ステーショナリー関連事業＋3億円、
ファニチャー関連事業＋6億円、通販・小売関連事業△6億円の影響を見込んでおります。 

通　期 (単位：百万円)

275,821 280,000 ＋4,179 ＋1.5%

ス テ ーシ ョナ リー 92,122 90,000 △2,122 △2.3%

フ ァ ニ チ ャ ー 105,278 110,000 ＋4,722 ＋4.5%

通 販 ・ 小 売 106,425 109,000 ＋2,575 ＋2.4%

調 整 額 △ 28,005 △ 29,000 △995 -

（率） 4,852 (1.8%) 5,800 (2.1%) ＋948 ＋0.3p ＋19.5%

ス テ ーシ ョナ リー （率） 5,303 (5.8%) 6,000 (6.7%) ＋697 ＋0.9p ＋13.1%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 102 (0.1%) 1,500 (1.4%) ＋1,398 ＋1.3p ＋1361.7%

通 販 ・ 小 売 （率） 2,364 (2.2%) 1,800 (1.7%) △564 △0.5p △23.9%

調 整 額 △ 2,917 △ 3,500 △583 -

（率） 6,142 (2.2%) 6,300 (2.3%) ＋158 ＋0.1p ＋2.6%

（率） 2,428 (0.9%) 3,300 (1.2%) ＋872 ＋0.3p ＋35.9%

前年差額 増減率前年率差

当 期 純 利 益

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

24年12月期
通期　実績
（12ヶ月）

25年12月期
通期　予想
（12ヶ月）



コクヨファニチャー株式会社は、大阪駅前にオープンした「グランフロント大阪」内の「ナレッジ
キャピタル」に、関西圏の新たな拠点として「梅田ライブオフィス」を開設しました。 
 
■コクヨのライブオフィスとは 
 ライブオフィスとは、当社社員が生産性向上やコミュニケーション活性化等の経営課題に取組
みながら働くオフィスを、お客様に見学いただき、働き方やオフィスレイアウトをその場で体感し
ていただくオフィスのことです。 
 コクヨでは昭和44年にコクヨ本社（大阪市東成区）に初めてライブオフィスを開設しました。 
 現在は、東京「霞が関ライブオフィス」や「エコライブオフィス品川」、中国「上海ライブオフィス」
等をはじめ、国内外の主要拠点に展開しています。 
 
■梅田ライブオフィスのコンセプト 
 今回開設する「梅田ライブオフィス」では、当社の「人を中心にオフィス空間を考える」というビ
ジネスモデルをさらに磨き上げ、コラボレーションやコミュニケーション等をキーワードにした新し
いワークスタイルを自らが実践しながら、お客様へリアルな体感を提供しています。 
 当社社員が働き方変革にチャレンジし、そこで得られる経験やノウハウを蓄積しながら、お客
様企業の成長と拡大をサポートするオフィス空間とその運用を、トータルで提案する場として活
用します。 
 
＜ご参考＞当社は、同11Fに「ショールーム」を7月に開業しました。今後、本ライブオフィスと合
わせて新たな事業拠点として活用していきます。  
 
http://www.kokuyo-furniture.co.jp/showroom/liveoffice/umeda.html 
 

コクヨファニチャー、「梅田ライブオフィス」を開設 
～経営課題を働き方で解決する劇場型オフィス～ 

7．主なトピックス 

（左上）部門ごとに定期的に席を入れ替え、活性化を促すレイ
アウトを採用 
 
（上）マネジメント間の連携を高めるため、マネジメント職を一
箇所に配席 
 
（左）部門間の情報交換を密にするコミュニケーションエリア 
 

13 



コクヨS＆T株式会社は、赤い色付きではみ出しや塗りすぎなどのミスを防ぎ、また赤い塗料によ
り塗った箇所がわかりやすい「瞬間接着剤＜レッドテック＞」を発売しました。 
 

塗ったところがひと目で分かる「赤い」瞬間接着剤を発売 
～新開発 光に反応して色が消える「フォトクロミック技術」採用～ 

14 

ヨーロッパを中心とした輸入家具やインテリア小物の販売を行う株式会社アクタスが、梅田店
（ＪＲ大阪駅前グランフロント大阪内）、あべの店（天王寺駅前あべのハルカス内）、みなとみ
らい店（みなとみらい駅前マークイズ内）をオープンしました。 

7．主なトピックス 

アクタスが新店オープン 
～梅田店、あべの店、みなとみらい店～ 

■アクタス梅田店 
 梅田店は昨年オープンした青山店に続く
ライフスタイルショップとして衣食住、ライフ
スタイル全般を提案しています。 
 コンセプトは「コレクター」。商品陳列にビ
ンテージの一点ものを差し込むことで、ライ
フスタイルやモノにこだわりを持つお客様の
目にとまる工夫を凝らしています。 
 また、大阪初出店となる「スーホルムカ
フェ＋ダイニング」を併設し、オリジナル家
具やインテリア雑貨の他、アパレル、食材
を取扱っています。 

■塗った箇所がわかりやすい赤色塗料 
赤い接着剤を採用しているため、塗った箇所が一
目で分かります。そのため、はみ出しにくく、適量で
塗布しやすい仕様になっています。赤色の接着剤
は光に反応して時間が経つと透明に変化する『フォ
トクロミック技術』を採用しています。(特許取得済) 
 

■ピンポイントで塗れる「ななめカットノズル」 
点状にも線状にも塗布しやすい斜めカットノズルを
採用しています。 
 

■液量をコントロールしやすい「プッシュボタン式」 
本体ケースは「プッシュボタン式」を採用しているの
で液量のコントロールがしやすくなり、最後まで使
い切りやすくなっています。 

みなとみらい店 

梅田店併設の 
スーホルムカフェ 

あべの店 

梅田店 

http://150.34.11.221/you-online/wp-content/uploads/2013/07/ACTUS-Minatomirai40.jpg
http://150.34.11.221/you-online/wp-content/uploads/2013/07/Harukas_06.jpg
http://150.34.11.221/you-online/wp-content/uploads/2013/05/DSC_7602.jpg
http://150.34.11.221/you-online/wp-content/uploads/2013/05/DSC_76031.jpg

